科目名

Subject
授業形態
単位数
必修,選択の別
開講学年
開講期間

情報処理

Information Processing
講義
２単位
必修
３
通年

【担当教官】
山下  進

【教官室及び連絡先】
機械工学科棟３階，　Tel:0285-20-2210，　E-mail:syama@oyama-ct.ac.jp

【授業目的】
1. 機械技術者として最低限必要なパソコンの取り扱いを修得する。

2. 文書作成能力、表計算能力、プレゼンテーション能力、自己ＰＲ能力を、パソコン操作を通して養う。

3. フローチャート（流れ図）の作成、プログラミングを通して、物事を系統的に考える能力を養う。

【達成目標】
1. Windowsの基本操作ができること。

2. Wordを用いた文書作成およびExcelを用いた表計算ができること。

3. Power Pointを利用してプレゼンテーション用スライドが作成できること。

4. 自己紹介ホームページを作成し、自己アピールができること。

5. 与えられた問題に対して、流れ図の作成およびC言語によるプログラミングができること。

【学習保証時間】
講義：100（分／週）×30（週／年）＝3000（分／年）＝50（時間／年）

試験：90（分／回）×2（回／年）＝180（分／年）＝3（時間／年）

合計：50＋3＝53（時間／年）

【授業キーワード】
情報技術、プレゼンテーション、ホームページ、流れ図、プログラミング言語

【授業内容】
前期：情報リテラシー

      パソコンを用いて、文書作成、表計算、プレゼンテーション用スライド

      の作成、タグを利用したホームページの作成を行う。

後期：流れ図とプログラミング言語の基礎

      流れ図の作成、C言語による簡単なプログラミングを行う。

【授業方法】
前期：情報科学教育研究センターのパソコンを用いた演習が中心となる。

後期：流れ図の作成演習およびC言語の文法説明はホームルームにて行い、

      プログラミング演習は情報科学教育研究センターのパソコンを用いて行

      う。

演習問題、プログラム例については、イントラネット上に掲示し、学生がいつでも利用できるようにする。

【時間毎の授業項目】
前期

1. パソコンの基本操作（Windows）（１週）

2. Wordによる文書作成（４週）

3. Excelによる表計算（４週）

4. PowerPointによるプレゼンテーション用スライドの作成（３週）

5.  タグを使ったHTML文書（ホームページ）の作成（３週）

後期（流れ図は、毎回プログラミングの前に作成する）

1.  C言語の基礎１（入出力、四則演算）（３週）

2. C言語の基礎２（選択処理）（３週）

3. C言語の基礎３（反復処理）（２週）

4. C言語の基礎４（配列）（４週）

5. C言語の基礎５（関数）（３週）



【教科書】
杉江・吉田：「パソコンの実践学習」，培風館(2000)

内山・河野・津村・中村・長谷川：「学生のためのＣ」，東京電機大学出版局(1999)

【参考書】
特になし

【学習方法】
予習：教科書の次回の内容をよく読んでおくこと。

授業：アプリケーションソフトの操作方法、Ｃ言語によるプログラミングに関して例題を理解し、演習問題を自力で解けるようにする。

復習：例題、演習問題をもう一度解いて、理解を深めること。

【成績評価の方法と基準】
中間試験、期末試験（前期、後期１回ずつ） ６０％

課題（数回）３０％   出席点、学習態度 １０％

総合して６０点以上を合格とする。

【定期試験実施方法】
前期の試験…パソコンによる試験（回答はフロッピ－ディスクで提出）(2回)

後期の試験…筆記試験（2回）



 eq \o\ad(【カリキュラムの中の位置づけ】,　　　　　　　　　　　　　　　　)
本格的にパソコンを扱う最初の科目である。

【この科目を学ぶために先行し 

  て理解する必要のある科目】
特になし

【この科目と同時に学ぶ関連科目】
工作実習（CNCフライス盤、CNC旋盤実習時の加工プログラム作成）

【この科目の後に学ぶ関連科目】
機械工学実験（データ整理）、数値解析（数値計算）、機械設計製図（CAD）

【学生へのメッセージ】
今や、パソコン操作ができることは常識、特に技術者としては必須項目です。この授業を通して、パソコンの基本操作を身につけ、道具として自由に使いこなせる能力を養って欲しい。情報技術はこれからますます発展していくでしょう。乗り遅れないように頑張ろう。パソコンに触れる時間をなるべく多く持って、操作に慣れよう。



【連絡事項】
質問がある場合は、積極的に教官室へ来ること。

ネチケットを遵守し、パソコンの不正な使用はしないこと。
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